
【屋内安全確保編】想定問答集　※風水害の例

フェー
ズ

カテゴリ 管 担
風水害＿浸水の恐れによる屋内安全確保 簡易回答（例） 補足説明

1 L1 判断・指示 ○ ○

台風が発生し、48時間以内に暴風域内に入ることが見込まれます。どう
すればいいですか？
（只今の時間は、○○時です。）

（日中の場合）
洪水予報等の情報収集のため、防災情報サイトや河川水位情報サイトを
確認します。
また、職員の勤務体制を確認しておきます。

（夜間の場合）
勤務体制のほか、緊急時の連絡体制の確認を行います。

2 L1 判断・指示 ○ ○

台風が発生し、24時間以内に暴風域内に入ることが見込まれます。どう
すればいいですか？
（只今の時間は、○○時です。）

（日中の場合）
洪水予報等の情報収集のため、防災情報サイトや河川水位情報サイトを
確認します。
また、職員の勤務体制を確認しておきます。

（夜間の場合）
勤務体制のほか、緊急時の連絡体制の確認を行います。

3 L1 判断・指示 ○

（障がい者入所施設・平日日中不在の場合）
利用者の勤務先、学校等より、明日は休業・休校となる旨の連絡があり
ました。どうすればいいですか？

管理者に報告する。併せて、勤務体制の確認、必要に応じて体制の見直
しも要請する。

利用者の勤務先、学校等との連携（連絡体制）をとり
ます。

4 L1 点検・準備 ○

避難に必要な設備や物品の点検・確認を行います。どうすればいいです
か。

避難準備時に確認だけで済むよう、期限の確認、必要数の確保と保管場
所の確認を行います。

必要な備品はリストに整理し、計画的に備蓄しましょ
う。定期的にリストの見直しを実施します。メンテナン
ス担当者も決めておき、定期的に買い替える等のメ
ンテナンスを実施します。

5 L1 判断・指示 ○

○時に避難誘導を開始することが予想され、通常の時間帯に食事（入
浴）することができないと考えられます。どうすればいいですか？

（食事）
※施設に応じた回答例をあらかじめ準備しておきましょう※

（入浴）
※施設に応じた回答例をあらかじめ準備しておきましょう※

食事については、食事提供の省力化を検討すること
も選択肢の一つです。

6 L1 伝達 ○

（通所施設の場合：前日の準備行動）
施設開所前に、閉所（休業）の旨を通所利用者へ連絡します。連絡先は
どのように管理していますか？

連絡先はパソコンのハードディスク内のデータで管理するとともに、停電
時にも確認できるよう紙出力したものを別途保管しています。

紙出力したものは、2週間に1回など、高頻度で定期
的な差し替えを行うことで、常に最新の状態を保てま
す。

7 L2 判断・指示 ○

12時間後に、線状降水帯が発生して大雨になる可能性の予報が発表さ
れました。どうすればいいですか？
（只今の時間は、○○時です。）

担当者に詳細情報を確認・報告させます。

8 L2 判断・指示 ○

洪水注意報が発表されました。また、○川（河川名）の氾濫注意情報が
発表されました。どうすればいいですか？

洪水予報等の情報収集のため、防災情報サイトや河川水位情報サイトを
確認します。

9 L2
判断・指示

／体制
○ ○

（管理者プレーヤーに対して）
避難準備を開始します。各役割分担をどうしますか？

（各担当プレーヤーに対して）
自分の役割は何をすればいいですか？

・情報収集・伝達・連絡を行う総括情報担当は、○○さん
・避難誘導体制・ルートの確認、利用者の誘導を行う避難誘導担当は、
○○さん
・持ち出し品等の点検・準備・運搬・管理、移動車両の手配、配備等を行
う装備品等準備担当は、○○さん

10 L2 判断・指示 ○

○○○○は、施設の中でも早期避難が必要な利用者（体調管理に留意
が必要な利用者等、EV使用不可の時の誘導に特別時間・人員を要する
等）です。どうすればいいですか？

○○さんには、○○職員を専属配置させ、他利用者よりも先行して、避難
準備・避難誘導を直ちに行います。

11 L2 判断・指示 ○ ○

近所の住民の方から、「避難したほうがいい」と声掛けがありました。どう
すればいいですか？

※施設に応じた回答例をあらかじめ準備しておきましょう※ 地域との決め事があれば、客観的な情報を確認した
上、その決め事に従い避難の判断をする。

12 L2 判断 ○

水道が断水してしまいました。どのようなことに気をつければよいです
か。

・（貯水槽がある場合）貯水槽の水量を確認します。
・備蓄品の水を使用できるように、必要な量を、使用する各スペースへ配
置します。

13 L2 伝達 ○

双方の建物・施設で連絡を取り合います。連絡はどうやって行いますか。 電話で連絡を取り合うとともに、余裕があれば直に話し合うことで、状況
確認や今後の動きについて共有します。

＜イメージゲームでの使用方法＞
イメージゲームでは、ファシリテーターは基本的にプレーヤーに対して各段階でどのような行動をすべきかを考えさせるための質問をします。
回答の求め方として、誰が（Ｗｈｏ）、どこで（へ）（Ｗｈｅｒｅ）、何（誰）を（Ｗｈａｔ）、どうやって（Ｈｏｗ）のほか、必要に応じて追加質問を通じて　なぜ（Ｗｈｙ）、タイミング（Ｗｈｅｎ）等の具体的な内
容を回答させるよう促しましょう。
このため、以下の質問や回答例は、プレーヤーの発言を促す際の補助資料ととらえて、ご活用ください。



フェー
ズ

カテゴリ 管 担
風水害＿浸水の恐れによる屋内安全確保 簡易回答（例） 補足説明

14 L2 伝達 ○

各利用者の家族へ避難前の事前連絡をします。各連絡先はどのように
管理していますか。

連絡先はパソコンのハードディスク内のデータで管理するとともに、停電
時にも確認できるよう紙出力したものを別途保管しています。

15 L2 伝達 ○

各利用者の家族へ避難前の事前連絡をします。何を伝える必要がありま
すか。

・○時（又は高齢者等避難が発令されたとき）に施設を出発し＜避難先名
＞へ避難すること
・○時頃（出発から、約○分後）に、＜避難先名＞へ到着する予定である
こと

利用者家族に、あらかじめ避難する場合の避難先
等を説明しておきます。

16 L2 伝達 ○

利用者家族への連絡がつかない方がいます。どうすればいいですか？ 留守番電話の録音に入れておきます。
又は、災害用伝言ダイヤルの活用も考えられます。

災害用伝言ダイヤルを活用する可能性があるので
あれば、そのことを説明しておきます。

17 L2 伝達 ○

職員へ参集や情報共有のため、連絡する必要があります。しかし、アプリ
のサーバー障害発生のため、グループＬＩＮＥが使えません。どうすれば
いいですか？

各職員に電話で連絡します。 電話で連絡する場合の優先順位・ルールを決めてお
くとよいです。

18 L2 伝達 ○

利用者へ避難の準備をするよう、声を掛けます。どのような声掛けをすれ
ばいいですか？

施設利用者が落ち着いて避難できるよう、「○○さん、今から○○するの
で、◆◆しましょうね」と声を掛けます。

利用者によっては、パニックを起こす恐れもあります。必
要に応じて、「お出かけするのでその準備をしましょう」
等、避難というワードを避けて準備させるのも一つの方法
です。

19 L2 伝達 ○

（施設が大規模な場合）
館内放送を使って、職員に対して警戒体制に入る旨を伝えます。どのよう
な伝え方をすればいいですか？

あらかじめ職員内で取り決めた、職員のみがわかる隠語や合言葉等を
用いて、利用者を不安にさせない形でアナウンスします。

館内放送が聞こえない場所や部屋はある場合は、注意が
必要です。

20 L2 伝達 ○

（施設が大規模な場合）
館内放送を使って、利用者に対して避難準備を始めてもらう旨を伝えま
す。どのような伝え方をすればいいですか？

施設利用者がパニックや必要以上に不安を感じる可能性があるため、放
送による伝え方は慎重に行った方がよい。

館内放送が聞こえない場所や部屋はある場合は、注意が
必要です。

21 L2 利用者準備 ○

○○さん（利用者）が避難準備の助けを必要としています。どうすればい
いですか？

○○にとって必要な準備は○○なので、その支援を行います。 利用者個別で必要なものが異なる場合もあるため、各利
用者の持ち出し品がわかるリストを作成しておくと便利で
す。

22 L2 利用者準備 ○

利用者に避難を呼びかけましたが、なかなか起きて避難準備行動をとり
ません。どうすればいいですか？

無理やりでも起こし、避難誘導できる状態にまで準備します。 災害の規模や状況によっては、無理やり避難させる
ことも必要です。シーツを活用した り、襟首を持って
引っ張るなどの強行手段をとる必要があります。利
用者の身体状況により搬送方法も変わってくるた
め、適切な搬送方法を身につけておく必要がありま
す。

23 L2 利用者準備 ○

利用者が避難のため各階ホールに集合します。居室を確認して回りま
す。居室内に＜利用者＞がいます。どうすればいいですか？

＜利用者＞がどういう状況なのかを確認します。準備の支援が必要であ
れば支援します。

利用者の体調が優れず、行動がとれない状況かもしれま
せん。落ち着いて話を伺い、適切な対応できる職員を配
置します。

24 L2 利用者準備 ○

利用者全員を避難のため各階ホールへ集合させます。どうすればいいで
すか？集合には何分かかりますか？

避難誘導担当○名で、分担して、各居室の利用者を順番に誘導させま
す。

25 L2 利用者準備 ○

上階の垂直移動が必要ないフロア（避難階）では、どのような準備が必要
ですか？職員は？利用者は？

・職員は、下階利用者が避難するスペースを確保しておきます。
・利用者は、通常とは異なる行動をとることになるため、避難時に各利用
者が少しでも安心できるよう、あらかじめ○○するなどの対策を講じま
す。

浸水が長期間にわたり、一時的な避難生活を強いられる
可能性があり、普段とは異なる利用者同士との接触やフ
ロアの利用方法が想定されるため、非常時における避難
階フロアの運用についても検討が必要です。



フェー
ズ

カテゴリ 管 担
風水害＿浸水の恐れによる屋内安全確保 簡易回答（例） 補足説明

26 L2 誘導 ○

○○等で注意しなければならないことは？ ※施設に応じた回答例をあらかじめ準備しておきましょう※

27 L2 収集 ○

雨音がひどく、防災行政無線放送が流れているかどうか確認できませ
ん。どうすればいいですか？

市町からFAXやメールなどの情報がきていないか確認します。また、直接
市町防災担当課へ電話で確認します。

市町からの情報提供方法・タイミングは、市町によっ
て異なります。あらかじめ確認しておきます。
○○市（町）からは○○に関する情報がFAXにて情
報が提供されることになっています。

28 L2 収集 ○

防災行政無線放送とはどこにありますか？どのようなものですか？ 市町から各地域に設置された無線設備等を用いて放送される防災情報
等の放送設備です。

戸別受信機が設置されている場合は、受信機でも放
送を聞くことができます。

29 L2 資機材等準備 ○

資機材や備蓄品を確保します。どうすればいいですか？ 必要数を確保し、避難誘導の障害とならず、使用しやすい、円滑に運搬し
やすい配置し、避難誘導に備えます。

資機材は、利用者を円滑に避難誘導するための設備や
装備品です。車いすが必要数確保できているか、すぐ使
えるところにあるか、避難用車両をかくほできたか等を確
認し、準備します。
食料や避難先で使う品等の備蓄品は、最低3日分の水・
食糧や衛生用品、毛布等を準備します。
また、各個人に応じて必要なものは、医薬品や着替え、最
低限身支度に必要なものを準備します。

30 L3 判断・指示 ○

・洪水警報が発表されました。また、○川（河川名）の氾濫警戒情報が発
表されました。
・高齢者等避難が発令されました。
どうすればいいですか？

避難行動の準備状況を確認するとともに、警戒体制の職員を参集させ、
各担当の役割に応じて避難準備を進めます。

・家族への事前連絡
・周辺住民との連絡
・利用者の装備品の装着
・持ち出し品の運搬積込
・移動用車両の配置
・要配慮者の避難誘導

31 L3 判断・指示 ○

防災行政無線より「高齢者等避難が発令されました」と放送されました。
どうすればいいですか？

避難行動の準備状況を確認するとともに、警戒体制の職員を参集させ、
各担当の役割に応じて避難準備を進めます。

・家族への事前連絡
・周辺住民との連絡
・利用者の装備品の装着
・持ち出し品の運搬積込
・移動用車両の配置
・要配慮者の避難誘導

32 L3 判断・指示 ○

水位が避難判断水位近くまで上がってきています。どうすればいいです
か？

避難行動の準備状況を確認するとともに、警戒体制の職員を参集させ、
各担当の役割に応じて避難準備を進めます。

・家族への事前連絡
・周辺住民との連絡
・利用者の装備品の装着
・持ち出し品の運搬積込
・移動用車両の配置
・要配慮者の避難誘導

33 L3 誘導 ○ ○

パニックオープンとはどのようなものですか？ 災害時や停電時に自動的に解錠される電子制御された鍵の仕組みで
す。

災害（火災や地震）が発生した際に、電子錠や自動ドアと
いった電気で作動する扉を自動的に開放してくれるシステ
ムです。 停電が起きて非常電源に切り替わったときにも
作動し、ドアが開放された状態を保ちます。

34 L3 誘導 ○ ○

非常用照明とはどのようなものですか？ 停電した場合に、通常の照明に替わって照明します。 夜間時は、施設内通路・室内が真っ暗な状態になり
ます。最低限、避難路を確保するため、特定用途の
施設の居室と廊下等には非常用照明を設置するよ
う、法律（建築基準法）で義務付けられています。
また、定期的に点検・バッテリーの交換を実施し、常
に作動できる状態を保ちます。

35 L3 誘導 ○

利用者を上階へ避難誘導させます。どのような段取りで避難させます
か？

基本的には、下階フロアの利用者を優先し、あらかじめ各人で予定して
おいた各避難スペースへ移動してもらいます。

36 L3 誘導 ○

避難階側の利用者を○○させます。気をつけることは何かありますか？ ※施設に応じた回答例をあらかじめ準備しておきましょう※

37 L3 誘導 ○

利用者を順次避難階に誘導している最中です。どの利用者をどこへ誘導
しますか？

※施設に応じた回答例をあらかじめ準備しておきましょう※ 避難先では、避難所運営の主体との連携が必要で
す。また、他の施設からの避難者や地域住民も避難
してくるため、混乱やトラブルを避けるためにも、平
時のときにあらかじめ調整しておくことが必要です。

38 L3 誘導 ○

エレベーターを使用して利用者1人を乗車させるまでに必要な時間は？ 居室から上階の避難スペースまで○分かかります。

39 L3 誘導 ○

エレベーターが停止し、使用できなくなりました。車いす利用者1人を上階
へ移動させるためには、どうしますか？必要な人員、1人を移動させるま
でに必要な時間は？

利用者１人に対して、男性職員２名が利用者を担ぎ、１人当たり○分をか
けて移動させます。

利用者を担いで移動させるために必要な時間につい
て、実動訓練等であらためて確認しておくことが必要
です。

40 L3 誘導 ○

浸水が予想より早く進み、エレベーターが故障して使えなくなりました。ど
うすればいいですか？

避難誘導のルートを階段に変更し、○名で1人ずつ担いで運びます。

41 L3 誘導 ○

避難すべき階への利用者全員の避難が完了したかを確認します。どうす
ればいいですか？

誘導班である○○（自分）が、実際の人数を数え、予定人数と照らして確
認します。

あらかじめ、避難階ごとの名簿を作成しておき、フロ
アリーダーを担当する職員が名簿と目視により確認
します。



フェー
ズ

カテゴリ 管 担
風水害＿浸水の恐れによる屋内安全確保 簡易回答（例） 補足説明

42 L3 誘導 ○ ○

（参考）自動車の移動が困難と思われる浸水の状況は、どのようになった
ときですか？※施設関係者車両の安全確保の観点

車の床面やマフラーなど、車体底面部分に水が浸かったり、入るような深
さで道路が冠水した時です。

冠水した状態で自動車を走らせると、浸水深さに
よっては、エンジン内に水が浸水し、又は浮力で車
体が浮き上がり、走行不能となります。

43 L3 誘導 ○

（参考）歩行での避難が困難と思われる浸水の状況は、どのようになった
ときですか？

30㎝程度の冠水で、移動が難しく、流れがあるとより困難となります。

44 L4 誘導 ○

（EVがある場合）
すでに浸水被害等が発生している状況で、避難にエレベーターを利用で
きますか？

利用中に停止してしまい、閉じ込めが発生する恐れがあるため、利用し
ないようにし、利用中止の貼り紙を掲示します。

水の被害を避けるために、エレベーターを中間階（最下階
と最上階の間の階）に移動させ、機器・設備が収納してあ
る建屋に設置のエレベーター用の電源を切り、エレベー
ターが使用出来ないようにすると安全です。

45 L4 判断・指示 ○

・避難指示が発令されました。
・○川（河川名）の氾濫危険情報が発表されました。
どうすればいいですか？

残った職員全員が避難階へ避難します。 最後に下階に取り残された利用者・職員がいないか
を確認します。

46 L4 判断・指示 ○

防災行政無線より「避難指示が発令されました」と放送されました。どうす
ればいいですか？

残った職員全員が避難階へ避難します。 最後に下階に取り残された利用者・職員がいないか
を確認します。

47 共通 体制 ○ ○

警戒体制以降のリーダーは、だれですか？ 基本的に、管理者の○○さんがリーダーとして参集しますが、参集不可
能な場合は、その時点で出勤している○○さんがリーダーです。

避難確保計画に基づき、非常時のリーダーをあらかじめ
決めておきます。管理者が参集でき次第、臨時リーダー
は把握している情報を報告し、リーダーを引き継ぎます。

48 共通 伝達／体制 ○

非番職員に連絡し、応援要請します。どうすればいいですか？ 連絡体制表に則り、電話とグループLINEにより状況を共有するとともに、
あらかじめ決められたルールに該当する職員に参集するよう養成しま
す。

49 共通 収集 ○

情報収集を行います。何を使って行いますか？ 事務室のパソコンやタブレット又は個人所有のスマートフォンなどを使用
し、情報を収集します。

例えば、防災みえの河川水位情報で水位を確認で
きます。
官民が提供する各種防災アプリで収集することもで
きます。
※ＤＩＧ時に各個人所有のモバイル端末を使用し、何
を使うかを実際に確認します。

50 共通 収集 ○

近隣の河川の水位を確認するにはどうすればいいですか？ 河川に近づかず、河川水位情報サイトを確認するなど、安全に確認でき
る方法で、水位を確認します。

水位が高い状態の河川は大変危険なため、あらか
じめ安全な確認方法を施設内で決めておきます。
※ＤＩＧ時に各個人所有のモバイル端末を使用し、情
報を実際に確認します。

51 共通 収集 ○ ○

近隣の河川の水位について、知っておくべき水位の種類とその数値は何
ｍですか？

＜河川名＞の水位は、氾濫注意水位が○ｍ、避難判断水位が○ｍ、氾
濫危険水位が○ｍです。

水位の情報は、防災みえの河川水位情報サ等で確
認することができます。
※ＤＩＧ時に各個人所有のモバイル端末を使用し、情
報を実際に確認します。

52 共通 収集 ○ ○

○川（河川名）の水位情報について、「氾濫注意情報」とはどのような状
態ですか？
氾濫注意水位は○ｍでしょうか。

○川（河川名）は、○○ｍ（水位）です。 「氾濫注意情報」は、川の増水により、氾濫への注意
を始める必要を伝える情報です。

氾濫注意水位は、川の増水により、氾濫への注意を
始める必要を示す水位で、今後、川の水位が上昇し
ていくおそれがあります。
これから発表される洪水予報や河川の水位、自治体
からの避難情報に注意し、避難が必要となることを
想定しておきます。
また、今のうちに洪水ハザードマップで災害の危険
性や避難場所までの経路を改めて確認しておきま
す。
※ＤＩＧ時に各個人所有のモバイル端末を使用し、情
報を実際に確認します。

53 共通 収集 ○ ○

○川（河川名）の水位情報について、「氾濫警戒情報」とはどのような状
態ですか？
避難判断水位は○ｍでしょうか。

○川（河川名）は、○○ｍ（水位）です。 「氾濫警戒情報」は、川の増水により、今後氾濫する
おそれがあることを伝える情報です。

避難判断水位は、川の増水により、今後氾濫するお
それがあることを示す水位で、川の氾濫のおそれが
高まっています。
特に、高齢者や障害のある人など避難に時間のか
かる方やその支援者は、自治体からの避難情報な
どを確認し、避難場所等の安全な建物への避難な
ど、適切な避難行動をとる必要があります。
※ＤＩＧ時に各個人所有のモバイル端末を使用し、情
報を実際に確認します。

54 共通 収集 ○ ○

○川（河川名）の水位情報について、「氾濫危険情報」とはどのような状
態ですか？
氾濫危険水位は○ｍでしょうか。

○川（河川名）は、○○ｍ（水位）です。 「氾濫危険情報」は、川からいつ水があふれ出しても
おかしくない危険な状況を伝える情報です。

氾濫危険水位は、川からいつ水があふれ出してもお
かしくない危険な状況を示す水位で、川の水がいつ
あふれてもおかしくない状態です。
今後、 氾濫 が発生すると、避難が困難になります。
浸水のおそれのある地域にいる人は、自治体からの
避難情報などを確認し、避難場所や安全な親類や
知人宅への避難など、適切な避難行動をとる必要が
あります。
※ＤＩＧ時に各個人所有のモバイル端末を使用し、情
報を実際に確認します。

なお、「氾濫発生情報」が発表された場合は、氾濫が
既に発生し、氾濫水による浸水の恐れがあります。
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